
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 6 月 18 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要： 

 

歴史・文化遺産ディジタルアーカイブにおける異分野総合化の実証研究をシルクロードを例
として実施した。シルクロードに関する貴重書のディジタル保存や地震で破壊されたイランＢ
ａｍ城塞の 3 次元 CG-VG 復元、シルクロード・イマジナリーミュージアムによる参加型コン
テンツの共同作成と発信、ネットワークによるメタデータ作成・管理システムを構築し実証評
価した。  

本研究では情報学と人文科学の専門家が協力して実証評価を行ったことに意義がある。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 10,200,000 3,060,000 13,260,000  

2007 年度 9,600,000 2,880,000 12,480,000 

2008 年度 9,600,000 2,880,000 12,480,000 

年度    

  年度    

総 計 29,400,000 8,820,000 38,220,000 

 
 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・情報図書館学・人文社会情報学 

キーワード：ディジタルアーカイブ、シルクロード、３ＤＣG, メタデータ 

 
１． 研究開始当初の背景 

歴史・文化遺産ディジタルアーカイブにお
いて、異分野間の協力は必須にも拘わらず、
困難であった。 
また現存の書誌情報との関連付けや異なっ
たドメインの要求条件に依然として大きな
差異がある。これらを解決するために、本研
究では情報学と人文科学の専門家が協力し
てシルクロード文化遺産を例として異分野
総合化の実証評価を行なって、問題解決を図
ることとした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は最新の情報技術を用いて、人
類にとってかけがえのない歴史的・文化的遺
産をディジタル保存し、異分野の専門家の間
で多様な目的のために活用できる枠組みと
手法を確立することを目的とした。具体的に
は、シルクロードに関する写真、映像、調査
資料などを収集、分析して、文化遺産のマル
チメディア・ディジタル保存や 3 次元 CG コ
ンテンツをクリエイトし、後世に継承すると
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ともに、世界に向けて発信する。 また現存
の文物資料などの書誌情報との関連付け、メ
タデータの付与、多言語処理インターフェイ
スなどを確立して上記の目的を実現する。こ
れには、オントロジー手法を用いて、対象ド
メインで異なる定義の用語の分析と整理を
行い、最適なメタデータスキーマを明らかに
して、人文科学の様々な専門家がディジタル
アーカイブをしやすくする。さらに、破壊さ
れ現存しない危機遺産であるイランバム城
塞を対象として、写真や映像、過去の資料を
もとに、実計測によらない３次元ＣＧ仮想復
元手段を実証する。 

 

３．研究の方法 

本研究では情報学と人文科学の専門家が協
力して実証評価を行なって、問題解決を図る
こととした。 
具体的なターゲットとして、地震で破壊され
た危機遺産の３ＤＣＧ復元などを国際的な
協力により進める。 

また、オントロジー手法を用いて、対象ドメ
インで異なる定義の用語の分析と整理を行
い、最適なメタデータスキーマを明らかにし
て、ネットワークを介したメタデータ管理の
ための基盤ツールを開発する。 

これらの具体的実証例として、Web2.0 を応
用してシルクロード文化遺産の空間的・時間
的分布を共有する参加型の DSR Imaginary 

Museum を構築する。 

 

４．研究成果 

 (1) 歴史・文化遺産のディジタルアーカイブ
における新たなコンセプトの実証のために
開発した ASPICO（Advanced Scientific 

Portal for Distributed Corporation of 

Digital Silk Roads）を歴史学・考古学・博物
館学など様々なドメインの人々の試行によ
り、その有効性を評価した。 

(2) ディジタルアーカイブを進める上でのコ
ンセプチュアルアプローチを提案し、シルク
ロード文化遺産を例にプラクティカル・アプ
ローチを示し、ディジタルアーカイブを実施
した。 

(3) 地震で破壊されたイランバム城塞の３次
元 CG による仮想復元を日本、イラン、フラ
ンスの異なる機関の研究者が独立して３Ｄ
CG 開発のできる共通・共有モデルと 3D CG

生成手順を確立した。 

具体的には写真、地形データなどの異なる種
類の原データを統一的に処理するフレーム
ワークを設定し、異なるチームで共通の取り
組みをした。同時に３ＤＣＧモデルを実際の
物理的復元に利用することを容易にする
WireFrame Model を初期共通モデルとした。
これにより、バムの代表的な建造物の３ＤＣ

G 復元のスピードアップ化を図り、またＶＲ
による仮想 WalkThrough を可能とした。 

 

図１ イランバム城塞の３DCG 復元 

 

(4) DSR Imaginary Museum に年代識別機
能を導入するためのクロノロジカル MAP を
設定した。この拡張をしてパブリックドメイ
ンのほかに専門グループの活動を支援する
参加型クロノロジカル MAP の構築を進めた。
これにより、 歴史・文化遺産のディジタル
アーカイブにおける時間・空間情報を容易に
把握できる利用者のニーズにあったコンテ
ンツの表示・管理手段を提案・実装した。 

 

 

 

図２: DSR Chronological Maps 
 

(5) 歴史・文化遺産のディジタルアーカイブ
における時間・空間情報のデータ蓄積を進め、
利用者のニーズにあったコンテンツの表
示・管理手段を検討した。歴史・文化遺産デ
ィジタルアーカイブにおける異分野総合化
の実証研究を歴史学や考古学の専門家の協
力を得て行い、異なったドメインで要求条件
に依然として大きな差異があることがわか
った。 
(6) 成果の内外における位置づけ 

ディジタルアーカイブおける異分野間の協
調、共通理解、共通手法の確立をシルクロー
ド文化遺産を対象として実証評価をおこな
った例はユニークである。また、本研究の成
果が含まれるディジタルシルクロードＨＰ
は文化庁の文化遺産オンラインシステムと
もリンクしており、Ｗｅｂによりグローバル



 

 

な展開が図られている。 

(7) インパクト 

社会の様々な分野においてディジタルアー
カイブが急速に進み、異分野総合化が極めて
重要であることも国際会議において基調講
演や招待講演を依頼されるなどで認識され
た。その一つの方向付けをしたと考える。特
に参加型クロノロジカルMAPは人文科学の
研究者も専門グループを構成して、調査収集
データをネットワークリソースとして簡単
に共有し、高度活用できる手段を提供する。 

歴史・文化遺産のディジタルアーカイブにお
ける時間・空間情報を容易に把握できるため
、対象リソースの年代を瞬時に知ることがで
きると好評である。 

(8) 今後の展望 

本 研 究 の 開 始 前 に は Ｇ Ｍ Ｒ (Global 

Multimedia Repository)という共有コンセプ
トを提案、それに基ずき、異分野の総合化の
研究を進めた。 

今後はシルクロードに係る諸国との国際的
な規模での言語、考え方の整理を行って、異
国間の協調をはかりながら、新しい研究手法
を確立していく。 
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